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一 
｢

宮
城
県
栗
原
郡
の
早
場
米
供
出
に
つ
い
て
一
億
四
千
万
円
の
供
出
代
金
が
あ
り
、
そ
の
う
ち
、
現
金
と
し
て
受
け
取
つ

た
の
は
六
千
万
円
で
、
平
均
す
る
と
農
家
貯
金
が
三
万
九
千
三
円
、
農
業
手
形
の
返
済
三
万
五
千
三
円
、
購
連
の
売
掛
代

金
三
千
五
円
、
秋
肥
代
金
三
千
三
円
、
結
局
借
金
を
返
す
と
金
の
顔
を
見
た
の
は
二
日
か
、
三
日
で
あ
つ
た
。
」
と
十
一

月
八
日
の
河
北
新
聞
が
報
じ
て
い
る
。 

二 

又
こ
の
よ
う
に
せ
つ
か
く
の
收
穫
米
と
、
そ
の
金
等
を
ま
き
上
げ
ら
れ
て
し
ま
つ
た
農
民
は
、
ど
う
暮
し
て
ゆ
け
ば
よ

い
の
か
、
政
府
の
対
策
如
何
。 

右
の
内
容
を
明
ら
か
に
し
り
た
い
の
だ
が
、
政
府
に
は
同
地
方
の
早
場
米
供
出
数
量
、
支
拂
金
額
、
そ
の
他
関
係
農
民

数
等
ど
う
い
ふ
よ
う
に
報
告
さ
れ
て
い
る
か
。 

右
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